
◆収益的収入及び支出（税抜） ◆資本的収入及び支出（税込）

金額（千円） 構成比 金額（千円） 構成比

水 道 料 金 1,664,520 88% 固 定 資 産 売 却 代 金 0 0%

その他の収益 7,931 1% 負 担 金 11,622 2%

208,458 11% 加 入 金 125,668 23%

1,880,909 投 資 有 価 証 券 償 還 金 400,000 75%

0 0% 537,290 100%

1,880,909 100% 建 設 改 良 費 965,674 92%

人 件 費 97,327 6% 企 業 債 償 還 金 81,292 8%

受 水 費 689,271 40%

委 託 料 236,382 14% 資　本　的　支　出（B) 1,046,966 100%

修 繕 費 138,138 8% 差 引 △ 509,676

動 力 費 27,480 1%
当年度分消費税及び地方
消費税資本的収支調整額

67,863

減 価 償 却 費 459,638 27% 減 債 積 立 金 81,292

その他の経費 59,952 3% 過年度分損益勘定留保資金 360,521

16,237 1% 補てん財源　計 509,676

1,724,425

0 0% ◆貸借対照表

1,724,425 100%

経常利益　（A）－（B） 156,484 有 形 固 定 資 産

純利益　（C)－（D) 156,484 無 形 固 定 資 産

供給単価 142.84円 投 資

給水原価 133.51円 流 動 資 産

（うち、現金預金）
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令和元年度 東松山市水道事業決算の概要



令和元年度東松山市水道事業報告書 

１ 概  況 

(1) 総括事項 

（業務の状況） 

令和元年度末における給水人口は９万１００人で前年度に比べ６人（０．０１％）の増加となり、給水戸数は４

万４，０７７戸で前年度に比べ５４３戸（１．２％）の増加となりました。 

年間総配水量は１，２９３万４，９８６㎥で、前年度に比べ２万２８４㎥（０．２％）の減少となりました。年

間総配水量の内訳は県水が１,１１５万６，８６７㎥、市水が１７７万８，１１９㎥となり、県水は前年度に比べ

１１８万３，８２１㎥（１１．９％）の増加、市水は前年度に比べ１２０万４，１０５㎥（４０．４％）の減少し

ており、令和元年東日本台風での第一浄水場浸水による設備の機能停止及び第二浄水場第二水源の取水停止（令和

２年１月１６日 再開）を県水で賄ったことに因ります。 

また、年間総有収水量も令和元年東日本台風の影響により１，１６５万２，６８３㎥と、前年度に比べ５万６，

２０５㎥（０．５％）の減少となりました。 

 

（経理の状況） 

・収益的収入及び支出（税抜） 

事業収益は、１８億８，０９０万９，３９１円で、前年度に比べ３，５９２万６，１２４円（１．９％）の減少

となりました。また、給水収益は、１６億６，４５２万４５６円となり、事業収益に占める割合は８８．５％とな

りました。 

事業費用は、１７億２，４４２万５，０２５円の執行で、前年度に比べ６，０８６万６，４６３円（３．７％）

の増加となりました。事業費の主なものは、受水費が６億８，９２７万１,２４２円（４０．０％）、減価償却費が

４億５，９６３万８，３３４円（２６．７％）となります。 

この結果、当期の純利益は１億５，６４８万４，３６６円となりました。 

・資本的収入及び支出（税込） 

収入は、消火栓設置工事負担金等１，１６２万１，９９０円、加入金１億２，５６６万７，９６０円、投資有価

証券償還金４億円の合計５億３，７２８万９，９５０円となりました。 

支出は、電気設備の更新や配水管の布設等の投資額９億６，５６７万４，１１４円、企業債の償還金８，１２９

万１，４６９円の合計１０億４，６９６万５，５８３円で、資本的収入支出差引不足額５億９６７万５，６３３円

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６，７８６万３，０４３円、減債積立金８，１２９万１，４

６９円、過年度分損益勘定留保資金３億６，０５２万１，１２１円で補てんいたしました。 

 

（建設改良事業の状況） 

本年度は、配水管網整備のため、本町二丁目地内ほか市内５ヶ所において配水管を新たに布設し、老朽管の更新

や配水管の布設替を市内９ヶ所で行いました。この結果、本年度末における導・送水及び配水管の総延長は３５万

２５２ｍ、消火栓は１，１３０基となりました。また、施設の機能保全のため、第二浄水場電気設備盤や配水場・

調整場計装設備の更新を行いました。 

 


